
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東日本ユニオンは、本日、申１４号「２０１８年度夏季手当に関する申し入れ」を提出しました。 

 決算概要では単体決算は増収増益、営業収益・運輸収入が６期連続の増収かつ、過去最高となり、

また、当期純利益が過去最高となりました。連結決算でも増収増益、営業収益は６期連続の増収かつ、

過去最高、また、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益が過去最高となりました。 

日々、安全・安定輸送と収入の確保のためさまざまな経営施策を担い、さらにはコスト削減に努力

したすべてのＪＲ労働者の努力の結果であります。 

 過去最高の成果を実現させたＪＲ労働者を労い、今後のモチベーションへとつなげるべく、以下の

ように申し入れました。 

 期末手当は、労働組合が申し入れを提出し、満額回答を引き出すべく、経営側と粘り強く団体交渉

を重ねます。組合員の声を会社にぶつける貴重な場です。労働組合がなければ、経営側と期末手当の

団体交渉をすることもできません。 

 ＪＲ東日本労働組合は、職場からの声を経営側に届け、満額回答獲得に向け取り組んでいきます！ 

http://www.geocities.jp/higashinihonunion_niigata/ 
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1．2018年度夏季手当は「基準内賃金の 3.2ヶ月分」とし、 

6月 29日までに支払うこと。 

2．55歳以上の社員（2018年 6月 1日現在分）に、 

一律 5万円の加算をすること。 

３．グリーンスタッフの精勤手当に、 

一律 5万円の加算をすること。 

http://www.geocities.jp/higashinihonunion_niigata/

